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今月の戯れ言　事務局長　人気もないけど　任期もない

　
　
　
　

全
国
協
議
会
設
立
15
周
年
記
念
事
業

　
　
　
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
全
国
で
開
催
中

2006年3月1日発行
第165号

●
事
務
局
移
転
問
題

　

全
国
協
議
会
は
、
1
月
30
日
、
骨

髄
移
植
推
進
財
団
に
対
し
、
別
掲
の

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
骨
髄
バ

ン
ク
を
通
じ
た
移
植
数
が
急
激
に
伸

張
す
る
な
か
、
業
務
量
も
増
大
し
て

お
り
、
現
在
の
財
団
事
務
局
は
手
狭

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
2
0
0
5
年

度
予
算
で
全
面
移
転
費
用
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
へ
来

て
、
今
年
度
中
に
一
部
移
転
を
お
こ

な
い
、
来
年
度
に
さ
ら
に
別
の
建
物

に
全
面
移
転
す
る
と
の
方
針
が
、
財

団
の
常
任
理
事
会
で
提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
移
転
費
用

や
家
賃
な
ど
で
来
年
度
ま
で
に
約

２
、９
０
０
万
円
の
経
費
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
再
移
転
の
費
用

も
発
生
し
ま
す
。
引
っ
越
し
作
業
に

よ
る
業
務
へ
の
影
響
な
ど
も
考
え
れ

ば
、
あ
え
て
一
部
移
転
を
行
う
必
要

性
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

財
団
の
予
算
は
、
そ
の
大
き
な
部
分

を
患
者
負
担
金
が
占
め
て
お
り
、
財

政
執
行
に
は
合
理
性
・
効
率
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
全
国
協
議
会
は
、
財

団
に
対
し
て
、
情
報
公
開
と
一
部
移

転
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

　

昨
年
秋
に
新
聞
報
道
さ
れ
た
財
団

事
務
局
内
部
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

に
つ
い
て
も
、
全
国
協
議
会
は
昨
年

11
月
に
質
問
状
を
提
出
し
、
財
団
か

ら
は
「
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
調
査

終
了
後
に
詳
細
発
表
す
る
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
月
下
旬
現

在
、
未
だ
に
そ
の
調
査
結
果
は
発
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
は
、

天
下
り
問
題
に
絡
め
て
国
会
質
問
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
波
紋
は

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
退
職
者
問
題
と
組
合
結
成

　

さ
ら
に
、
こ
の
１
年
半
ほ
ど
の
間

に
、
財
団
職
員
の
退
職
者
が
異
常
な

数
に
達
し
て
お
り
、
業
務
運
営
へ
の

影
響
や
、
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
26
日
に
は
、

「
退
職
者
増
の
背
景
に
は
、
財
団
幹

部
に
よ
る
恣
意
的
な
人
事
や
、
強
権

的
な
業
務
運
営
が
あ
る
」
と
し
て
、

事
務
局
職
員
全
員
の
正
職
員
化
な
ど

を
求
め
て
、
財
団
職
員
に
よ
る
労
働

組
合
「
骨
髄
移
植
推
進
財
団
ユ
ニ
オ

ン
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
財
団
側
は
団
体
交
渉
期
日
を
引

き
延
ば
し
、
都
労
働
委
員
会
へ
の
救

済
申
し
立
て
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
争

議
化
も
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
団
体
交

渉
で
も
、
労
使
の
協
議
は
進
展
し

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

残
業
代
の
不
払
い
が
発
覚
し
追
加
支

払
い
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
事
務
局
の

管
理
能
力
を
問
わ
れ
る
事
態
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
責
任
あ
る
対
応
を
！

　

ド
ナ
ー
登
録
者
数
や
移
植
数
が
大

幅
に
伸
び
て
い
る
な
か
、
事
務
局
運

営
を
め
ぐ
る
内
外
の
混
乱
に
よ
り
、

患
者
救
済
を
目
的
と
す
る
骨
髄
バ
ン

ク
事
業
へ
の
悪
影
響
が
出
る
こ
と
は
、

な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り

●
札
幌

　

1
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
の
3
日

間
。
大
通
地
下
街
オ
ー
ロ
ラ
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
場
は
、
3
日
間
で
お
よ
そ

6
5
0
人
。
札
幌
駅
周
辺
に
、
人
出

が
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、

ま
ず
ま
ず
の
来
場
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
M
A
M
O
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

あ
や
ち
ゃ
ん
の
絵
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

と
ド
ナ
ー
の
交
換
し
た
手
紙
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
非
常
に
関
心
を
持
っ
て

見
て
く
れ
、
中
に
は
「
孫
を
病
気
で

亡
く
し
た
の
で
関
心
が
あ
る
」
と
い

う
人
や
「
こ
れ
か
ら
提
供
す
る
予
定

で
す
」
と
い
う
女
性
も
い
ま
し
た
。

張
り
つ
き
は
少
し
き
つ
か
っ
た
で
す

が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
の
が

財
団
は
諸
問
題
の
早
期
解
決
を

　

１
月
27
日
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命

か
ら
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
へ

86
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

  

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
か
ら

  

佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
へ
寄
付

今
年
お
正
月
に
行
わ
れ
た
箱
根
駅
伝

に
お
い
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
に
参

加
し
、
ご
協
力
頂
い
た
社
員
の
人
数

×
1
0
0
0
0
円
／
１
人
の
金
額
で

す
。（
活
動
内
容
は
前
号
で
紹
介
し

ま
し
た
。）

　

き
ち
子
基
金
は
過
去
２
度
枯
渇
と

な
り
、
厳
し
い
運
営
が
迫
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
経
済
的
な
理
由
で
骨
髄

移
植
が
出
来
な
い
患
者
さ
ん
の
た
め

に
」
と
い
う
佐
藤
き
ち
子
さ
ん
の
遺

志
を
受
け
継
ぎ
、
今
後
患
者
さ
ん
の

為
、
有
意
義
に
活
用
（
運
用
）
し
て

ま
い
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

2006 
全国骨髄バンクボランティアの集い

in 船橋

皆 様 を お 待 ち し て い ま す

　今年の全国骨髄バンクボランティアの集いは、6月に千葉県船
橋市で開催します。
　皆様を気持ち良くお迎えするため、千葉の会では現在精力的に
準備を進めているところです。
　当日は、郷土芸能の「ばか面踊り」、船橋市内小学校箏曲部に
よる演奏、国会議員「Gi!nz」によるコンサート（予定）及びミ
ニシンポジウム「あなたの勇気で今私は輝ける・・バンクありが
とう」等を企画しています。全国の多くの皆様にお越しいただい
て、語らい合えるのを楽しみにしています。（千葉の会　梅田）

■前哨戦／ 5月20日（土）12：30～17：00
　◇医療講演・患者相談会（船橋市民文化創造館　きららホール）

■５月30日（火）～６月４日（日）
　◇いのちの輝き展、いのちの輝きコンクール受賞作品展示会
  （船橋市勤労市民センター）

■6月3日（土）13：30～17：00　
　◇2006全国骨髄バンクボランティアの集い　in　船橋
　　記念式典（船橋市勤労市民センター　ホール）　

■6月4日（日）9：00～14：00　
　◇全国協議会　2006年度通常総会、代表者会議
　　（船橋市中央公民館　6F講堂）

会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
お
手
伝

い
頂
き
、
奈
良
県
P
T
A
協
議
会
研

究
発
表
大
会
の
人
権
教
育
分
科
会

会
場
前
ロ
ビ
ー
に
て
作
品
展
を
行
い

ま
し
た
。
県
内
の
P
T
A
参
加
者

6
0
0
人
の
内
ほ
ぼ
半
数
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
教
員
及
び

P
T
A
関
係
者
の
皆
様
は
大
変
感
動

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
配
布
の
た
め
用

意
し
て
い
た
チ
ャ
ン
ス
お
よ
び
啓
発

グ
ッ
ズ（
キ
テ
ィ
テ
ィ
シ
ュ
・
キ
テ
ィ

シ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
）
が
足
り
な
い

ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

尚
、
本
年
度
奈
良
県
P
T
A
協
議

会
で
は
理
事
会
に
て
「
い
の
ち
の
あ

さ
が
お
」
映
画
会
＆
骨
髄
バ
ン
ク
説

明
会
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
又
県

内
各
郡
市
P
T
A
・
単
位
P
T
A
で

啓
発
講
演
会
等
を
順
次
開
催
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
和
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。　

感
謝
！

●
神
奈
川

　

神
奈
川
骨
髄
移
植
を
考
え
る
会
で

は
、
1
月
28
日
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
地
下
街

ア
ゼ
リ
ア
サ
ン
ラ
イ
ト
広
場
で
の
ド

ナ
ー
登
録
会
で
、「
い
の
ち
の
輝
き

展
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
さ
す

が
1
日
約
30
万
人
が
乗
降
す
る
県
内

第
2
の
大
き
な
駅
。
川
崎
市
内
久
々

の
登
録
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
82
名

の
方
が
登
録
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
忙
し
い

都
会
人
の
足
を
止
め
、
心
を
も
動
か

し
た
よ
う
で
す
。

  
ま
た
2
月
11
〜
12
日
は
横
浜
市
港

北
区
の
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
で
園
児
の
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財団法人　骨髄移植推進財団
　理事長　正岡 徹 殿

 特定非営利活動法人
 全国骨髄バンク推進連絡協議会
 　会長  大谷 貴子

貴財団の当面の業務拡大に伴う事務所増床の見直しについて（要望）
 
拝啓 貴財団におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
 さて、去る1月13日の常任理事会におきまして、貴財団の業務拡大に伴う人員増と事務所の増床が決
定されました。貴財団の移転につきましては、昨年2月の常任理事会において平成18年5月の全面移転
のための予算計上が決定され、昨年6月の理事会で予算が承認されました。そのときのスケジュール
は平成17年11月に現在のビルに解約通知、平成18年5月に新しいビルに移転するというものでしたが、
今回突然提案され決定された内容は予算承認された内容とは異なり、全面移転までのつなぎとしての短
期間の一部移転であります。
この1月13日の常任理事会における「席上資料1」の中では、「コーディネート支援システムの更新を踏
まえた財団事務所の移転時期について、継続的に検討を重ねた結果・・・」とあります。しかし、誰が
どのように検討されてきたのでしょうか。もっと早い時期に常任理事会に検討経過の報告があってしか
るべきであったと考えます。
 最近の骨髄バンク事業はドナー登録者数が大きな伸びを示し、骨髄移植実施例数も堅調に増加してお
り、それによる業務量増大は理解できるものであります。しかし、今回の人員増と事務所増床計画につ
いては、その具体的な計画と根拠がまったく示されておらず、多額の経費が発生する事案であるにもか
かわらず検討・審議が不十分であるといわざるを得ません。増員増床についてはまず、その必要数を具
体的に算定し費用対効果を詳細に検討した上で、第一に業務効率化を図り、それで問題が解決できない
場合にもっとも効果的かつ効率的な措置をとるべきであると考えます。
 また、貴財団の資金の使途については、その事業が補助金（国民の税金）、患者負担金、国民からの寄
付で運営されている以上、国民や患者に対し説明する責任があると考えます。その意味において、今回
の事案について詳細な情報公開を求めます。
 つきましては、下記事項を要望いたしますので、早急に実施していただきますようお願い申し上げます。
 敬具

記

1. 今回の事務所増床およびそれに伴う一部移転計画を一旦凍結してください。
2. その上でまず、増員・増床に関する必要数、費用対効果等の具体的かつ詳細な検討結果を開示して
ください。

3. 検討結果に基づいて、最も効果的かつ効率的な措置を講じてください。
 以上

作
品
展
に
あ
わ
せ
て
教
室
を
お
借
り

し
、「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
と
募
金

活
動
を
し
ま
し
た
。
毎
年
幼
稚
園
の

ご
協
力
を
得
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
近

隣
の
皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
を
頂
い

て
い
ま
す
が
、
今
回
も
先
生
方
や
、

園
児
の
若
い
父
母
が
熱
心
に
パ
ネ
ル

を
読
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。（
阿
部
）

●
東
京

　

去
る
2
月
6
日
よ
り
8
日
ま
で

「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
が
、あ
や
ち
ゃ

ん
の
地
元
で
あ
る
東
京
都
三
鷹
市
の

市
役
所
市
民
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ま
せ
ん
。
骨
髄
移
植
推
進
財
団
の
経

営
責
任
を
持
つ
理
事
会
に
は
、
諸
問

題
を
早
期
に
解
決
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
監
事
や
評
議
員
会
に
よ

る
理
事
会
へ
の
監
督
・
牽
制
機
能
も

不
十
分
で
す
。
さ
ら
に
、
所
轄
官
庁

で
あ
る
厚
生
労
働
省
に
も
、
財
団
に

対
す
る
適
切
な
指
導
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。
全
国
協
議
会
と
し
て
も
、

重
大
な
関
心
を
持
っ
て
事
態
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

感
想
で
す
。

　

30
万
人
の
ド
ナ
ー
獲
得
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
催
し
も
重
要
な
ツ
ー
ル

と
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

（
三
上
）

●
奈
良

　

な
ら
骨
髄
バ
ン
ク
の
会
で
は
、
去

る
1
月
21
日
奈
良
県
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
、
奈
良
県
P
T
A
協

議
会
と
の
共
催
で
「
い
の
ち
の
輝
き

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
設
置
・
撤
収
は
天
理
青
年

　

あ
や
ち
ゃ
ん
の
絵
が
三
鷹
市
の

公
的
施
設
で
展
示
さ
れ
る
の
は
、

1
9
9
4
年
に
始
め
て
開
催
さ
れ
た

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
「
あ

や
ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
展
」
以
来
で
す
。

　

マ
モ
展
は
三
鷹
市
で
は
は
じ
め
て

の
開
催
で
、「
い
の
ち
の
ね
だ
ん
は

い
く
ら
で
す
か
」
の
額
の
前
で
、
涙

を
流
し
な
が
ら
守
君
の
生
き
た
証
を

見
つ
め
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
に

は
、
市
役
所
の
多
く
の
職
員
を
始
め

3
0
0
名
ほ
ど
の
方
が
足
を
運
び
ま

し
た
。
後
援
し
た
三
鷹
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
準
備
か
ら
会
場
撤
去
ま
で

サ
ポ
ー
ト
し
、
次
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
献
血
活
動
時
、
併
行
の
ド
ナ
ー

登
録
を
行
う
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
準
備
と
撤
去
に
は
、

あ
や
ち
ゃ
ん
の
弟
の
健
明
君
（
中

2
）
が
友
達
に
も
呼
び
か
け
て
、
活

動
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
三
瓶
）

15周年記念事業協賛金･協賛品･一般寄付
 （1月23日～2月19日）
東京両国ライオンズクラブ 60,000円
東京大塚ライオンズクラブ 20,000円
東京荏原ライオンズクラブ 20,000円
東京小金井ライオンズクラブ 20,000円
東京尾張町ライオンズクラブ 20,000円
瑞浪桔梗ライオンズクラブ 20,000円
 （敬称略）



第★号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス 第三種郵便物認可・★★年★月★日（★）発行（２）第165号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス 第三種郵便物認可・2006年３月１日（水）発行（２）

　　　    1月23日～2月19日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円
㈱サクラホーム 現金 5,000円
㈱エイコー堂 現金 100,000円
骨髄バンクチャリティライブ実行委員会
 現金 19,960円
日本移植者協議会 現金 10,000円
ガールスカウト神奈川県第59団
 現金 10,000円
㈳生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
滋賀県協会 現金 50,000円
㈳生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
和歌山県協会 現金 50,000円
上原一洋 現金   100,000円
飯島孝枝 現金 1,000円
高橋和子 現金 5,000円
中村恵美子 現金 1,640円
吉本哲也 現金 1,000円
塩谷 圭 現金 1,000円
鈴木純子 現金 1,340円
住友スリーエム株式会社 現金 100,000円
埼玉骨髄バンク推進連絡会（ピアノ三重奏）
 現金 48,000円
久喜市立久喜東小学校 現金 10,000円
愛知県豊田市立藤岡中学校 現金 10,000円
岡崎市立甲山中学校 現金 100,000円
檜垣直幸 ハガキ 6枚
宮城県社会福祉協議会 ハガキ 763枚
●佐藤きち子患者支援基金
プルデンシャル生命保険株式会社
 現金 860,000円
骨髄バンクチャリティライブ実行委員会
 現金 100,000円
飯島孝枝 現金 1,000円
●白血病患者支援基金・募金箱
やま内科胃腸科医院 現金 9,317円
すし兵衛 現金 9,898円
信照寺 現金 907円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

そ
の
20

さ
く
ら
薬
局
白
金
台
店

 

（
東
京
都
港
区
）

　

さ
く
ら
薬
局
白
金
台
店
は
、
港
区

白
金
台
に
あ
り
ま
す
処
方
箋
の
調
剤

を
主
に
行
っ
て
い
る
薬
局
で
す
。
少

し
歩
く
と
お
し
ゃ
れ
な
店
が
立
ち
並

ぶ
プ
ラ
チ
ナ
通
り
が
あ
り
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
に
も
都
会
的
な
香

り
の
漂
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
店
の
近
く
に
は
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
付
属
病
院
が
あ
り
、

血
液
疾
患
の
方
や
骨
髄
移
植
を
さ
れ

た
方
も
時
々
来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
1
人
で
も
多
く
の
患
者
様
の

お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
支
援
募
金
箱
を
投
薬
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
適

切
に
お
薬
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
さ

く
ら
薬
局　

雨
宮
様
よ
り
寄
稿
）

　

残
念
な
が
ら
３
月
末
に
て
閉
店
と

な
る
そ
う
で
す
。
今
ま
で
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今月のウラ戯れ言　♪お引っ越しのお祝い返しも済まないうちに　またですね♪

県
民
の
意
識
の
高
ま
り
を

実
感

高知

最新医療情報　その37

がん休眠療法
　癌が１ミリ以上に大きくなるには、栄養と酸素を運ぶ血管が不可欠です。
通常、癌細胞が血管新生を促進する因子を産生し、自分が大きくなるのに都
合がよくなるよう多くの血管を導きます。この作用を利用して、血管新生を
抑制することにより腫瘍の増殖を抑える治療ががん休眠療法です。新生血管
の抑制のため、現在存在する腫瘍を殺すことは難しく、縮小させる力は弱いが、
長期間そのままの状態を継続することが可能です。
　現在の抗癌剤治療は、がんの縮小を目的（最終的な目的は延命）とし、そ
れを達成するため、“より多く”という発想で、最大耐用量が投与されていま
す。しかし、種々の矛盾、問題点が出ています。 これを解決するため、抗癌
剤の投与量を半分にする、医師の経験からさじ加減をするなどの方法がとら
れてきましたが、エビデンスを重視する現在の治療法からはまったく無視さ
れてきました。
　休眠療法では継続できる副作用で留まるよう抗癌剤の投与量を個々で設定
します。 最大継続可能量は個々で２倍以上の開きがあり、最も低いグループ
は従来の最大耐用量の三分の一程度です。また、重要なのは高いグループと
低いグループで効果に差が認められないことです。つまり、増殖の抑制を得
るための適量は個人によって異なることを示しています。
　がん休眠療法とは、無理にがんを小さくすることを目指さず、大きくなら
ないようにすれば良いという発想の転換です。がんは存在自体が危険なので
はなく、大きくなって初めて人が死に至る病気だからです。従来までの化学
療法の効いたか効かなかったかの基準は癌の大きさを基準としたものでした。
つまり、小さくなった状態でどれだけの期間維持できたかを指標にしている
のです。しかし癌の縮小が必ずしも癌患者の予後（生存率）を反映している
わけではないのです。
　前回、抗癌剤治療効果と画一性の限界を述べましたが、ごく少数の奇跡を
目指すよりも、多くの方が自分に適した現実的に継続可能な抗癌剤治療を行
うことが大切です。そのためには休眠療法も考慮すべきだと考えます。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

高
遠
さ
ん
（
山
梨
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

山
梨
県
骨
髄
バ
ン
ク
を
推
進
す
る

会
の
会
長
で
あ
る
、
高
遠
勲
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　

高
遠
さ
ん
の
長
男
の
翼
君
は
5
歳

の
と
き
に
骨
肉
腫
と
診
断
さ
れ
、
辛

い
闘
病
生
活
の
後
、
骨
髄
移
植
を
経

て
健
康
を
取
り
戻
し
、
現
在
は
元
気

に
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、

高
遠
さ
ん
は
、
骨
髄
移
植
の
推
進
の

た
め
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、

毎
月
開
催
さ
れ
る
ド
ナ
ー
登
録
会
で

説
明
員
を
務
め
た
り
、
骨
髄
バ
ン
ク

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
製
作
と

ピ
ア
ノ
演
奏
、
晩
酌
な
ど
多
彩
？
な

高
遠
さ
ん
で
す
。

　

写
真
は
10
万
人
近
く
が
訪
れ
る
県

民
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
骨
髄

バ
ン
ク
専
用
ブ
ー
ス
前
で
県
の
臓
器

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
達
と
の

シ
ョ
ッ
ト
で
す
。 

（
河
口
）一番左が高遠さん

●
関
東
甲
信
越

　

2
月
18
・
19
日
に
埼
玉
県
川
越
市

の
湯
遊
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
三
光
で
群

馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、

山
梨
の
６
団
体
か
ら
29
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
日
目
に
は
、
各
地
の
活
動
報
告

の
後
、
ド
ナ
ー
登
録
会
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

各
地
で
の
活
動
の
参
考
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

2
日
目
に
は
、
全
国
協
議
会
に
対

し
て
の
意
見
・
要
望
、
財
団
諸
問
題

に
つ
い
て
活
発
で
熱
い
意
見
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
小
江
戸

川
越
の
散
策
を
行
い
、
歴
史
、
蔵
造

り
の
町
並
み
に
触
れ
、
忙
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
合
間
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

（
遠
山
）

　

2
月
11
日
、
高
知
商
工
会
館
に
て

第
13
回
高
知
県
骨
髄
移
植
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
短
大
生

活
衛
生
科
や
看
護
科
生
徒
ら
一
般
を

含
め
て
2
7
3
名
と
立
ち
見
が
出
る

程
の
満
席
状
態
で
し
た
。

　

当
会
依
光
代
表
の
主
催
者
挨
拶
、

橋
本
大
二
郎
高
知
県
知
事
の
来
賓
挨

骨髄バンクの最新情報をお知らせする────────────────────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●ドナー登録者の累計数が「30万人」を突破

 1月の新規ドナー登録者数は4,464人と前月を上回り、昨年10、11月に続く「過去3位」

となりました。これにより、平成4年1月にスタートしたドナー登録受け付け累計数は

30万人を突破しました。

 現在登録者数23万6,242との差（6万3,786）は、年齢超過や自己都合などによって登

録が取り消しされた人数となります。昨年8月から急激な伸びがみられます。

●高校卒業・短大&専門学校入学用のチラシを発行・配布

 ドナー登録年齢の下限が「18歳以上」となってから間もなく1年となりますが、折から

卒業・入学式シーズンとあって、18歳以上の方々を対象にしたドナー登録呼びかけのチ

ラシ（A5判フルカラー両面印刷）が作成されました。登録者増の勢いを期待して実現に

こぎつけたものです。

 総合タイトルは「18歳の証明」です。卒業バージョン=写真<上>=、入学バージョンの

2種類があり、表面はそれぞれにふさわしいイラスト（男女一組）をあしらい、裏面（共

通=写真<下>）で「ドナー登録の流れ」をイラスト入りで紹介しています。

 卒業バージョンは全国の高校5300校、入学バージョンも全国の短大・専門学校5400校

に「見本」を送付し、各校で配布していただける枚数を確認して式に間に合うようお送

りしており、すでに10万枚を超える依頼がありました。このチラシをご希望の方は、必

要枚数を財団広報渉外部へ連絡してください。

●「日本骨髄バンクニュース」同封の募金協力チラシについて

 昨年12月5日発行の日本骨髄バンクニュース第27号に同封した募金協力に関するチラ

シについて、国民の皆様からの寄付金が「患者負担金免除制度」に使用されるかのよ

うな誤解を受ける̶̶との指摘がありました。すでに2月1日にホームページのWhat's 

Newのページでも説明しております。

●財団の会議開催予定

 傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。

医療委員会 3月4日（土）10:30～14:30 廣瀬第2ビル地下会議室

常任理事会 3月10日（金）17:00～19:00 廣瀬ビル2階会議室

理事会・評議員会 3月29日（水）14:00～17:00 法曹会館
●日本骨髄バンクの現状（2006年1月末現在）
 12月 1月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,105 4,464 236,242 300,028
患者登録者数 156 187 3,156 19,884
骨髄移植例数 70 59 － 7,076
20歳未満ドナー 240 258 2,200 －
51歳以上ドナー 262* 195** 2,134 －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数

ブ
ロ
ッ
ク
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

拶
の
後
、
今
井
利
高
知
医
療
セ
ン

タ
ー
血
液
科
医
長
『
ド
ナ
ー
登
録
か

ら
提
供
ま
で
』、
砥
谷
和
人
高
知
大

学
医
学
部
血
液
・
呼
吸
器
病
態
内
科

助
手
『
骨
髄
移
植
の
実
際
』、
中
田

恵
朗
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

技
術
部
長
『
献
血
の
基
礎
知
識
』
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
休
憩
後
に

は
ト
サ
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
の
ア
ン
デ
ス

音
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
、
引
き
続
い
て

第
二
部
で
は
骨
髄
提
供
者
と
兄
弟
間

の
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
た
2
名

の
貴
重
な
体
験
談
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

体
験
談
発
表
後
に
は
平
成
17
年
度

に
お
け
る
6
名
の
ド
ナ
ー
に
下
司
初

代
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
多
く
入
り
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
今
回
の
講
演
会

の
様
子
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
、
県

民
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
感
じ
た
1
日
で
し
た
。

「
あ
の
大
谷
貴
子
さ
ん
が
太
田
に

や
っ
て
く
る
！
」
と
広
報
誌
を
見
た

市
民
か
ら
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
の
講
演
は
、
太
田
市
の

社
会
福
祉
大
会
の
一
環
と
し
て
太
田

市
新
田
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
、
福

祉
関
係
者
及
び
一
般
市
民
の
方
で

1
0
0
0
人
入
る
ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ
満

席
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
の
ビ
デ
オ
上

映
に
続
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
の
で
、

骨
髄
移
植
に
知
識
の
な
い
人
に
も
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

「
と
て
も
い
い
講
演
だ
っ
た
」
と
み

な
さ
ん
深
い
感
慨
を
持
っ
て
会
場
を

後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

（
今
井
）


